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ご挨拶
早春の候、皆様におかれましては、お変わりなくお過ごしでしょうか。
さて、今年は四年に一度の統一地方選挙が行われる年であります。
これから社会が大きく様変わりする中、市民の皆様の生活様式が変化し、全く新しい
感性で物事を考え、そして進めていかねばなりません。
新しい時代に適応し、市民の皆様が安全・安心・そして便利になったと感じていただける
高松市になるよう、全力で活動してまいります。
何卒、より一層のお力添えを賜りますよう、お願い申し上げます。
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ご意見をお聞かせください
皆様の声を議会にお届けします
高松市議会議員　斉藤おさむ
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関わった高松市での新たな動きを紹介

コロナ過や物価高騰による影響を受ける事業者への
支援について、繰り返し質問を行ってきました。

令和３年12月定例会での質問に対し予算化。
市民のみなさまが安心して地域活動やボランティア活
動を行うことができるよう市が保険料を負担。

動物愛護にかかる質問を繰り返し行ってきました。
ミルクボランティアさん等への支援に。
目標額500万円 ⇒ 寄付金額7,990,555円

売上が回復しない事業者への消費拡大刺激策の必
要性について、繰り返し訴えかけてまいりました。

第四弾　寄附募集期間 ： 令和４年10月1日～12月31日　　　令和４年12月議会にて可決
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議会質問

■各地方自治体では、税収のアップ、地域の雇用創出のために企業誘致に向けて取
り組んでいる。しかし、地元で創業し、長年本市で事業を営んでこられた事業者をまず
は守らねば、本市としての産業政策面での魅力は感じられなくなると考える。
そこで体力のある事業者へ販路開拓等の事業拡大に向けての喚起誘導と、存続の危
機にある事業者の事業継続に向けた支援とは、分けて考える必要があると思われ、本
市での事業継続に向けた支援について問う。

《答弁》  市内事業者が新たな取組に挑戦することを各種補助金等で応援しつつ、経
営環境は一層厳しさを増しているものと存じ、今後におきましても、各事業者の実情に
応じ、事業継続に向けた、きめ細やかな支援に取り組んでまいります。

《答弁》  「書かない窓口」を導入することは、窓口の混雑緩和や手続きの簡略化など、
サービスの向上、業務の効率化に一定の効果があるものと存じます。このようなことか
ら、導入に向けて検討してまいります。

■本市では、高齢者等の買い物弱者に対しての移動支援や、要支援者への買い物代
行も一部の地域では行われており、民間スーパー等による取組も始まっているが、日々
の生活や欲求を満たすにはそれだけでは足りず、やはり新鮮な食材や旬のものを見て
買いたいというご要望は根強くある。これから買い物支援へのニーズは一層高まるの
は必定であり、買い物支援に取り組んでいるお店の情報を地域ごとに整理してお知ら
せする等、地域ニーズに合わせた情報発信を開始する考えを問う。

《答弁》 買い物支援は、外出への動機付けや見守りとしても機能し、効果が期待できる
ものと存じます。まずは買い物支援に関する情報を収集し、地域のニーズを把握するこ
と、そして効果的な情報発信の方策を検討してまいります。

■最近では自治会加入率の低下と合わせて、子ども会加入率も低下し、続いてきた伝
統的な行事そのものが存続の危機ともなっている。今後の本市の未来を担う子どもた
ちを、地域全体で育んでいくことは極めて重要で、その中でも子ども会の果たす役割
は非常に大きいものであると考え、本市における地域での子ども会の位置づけをどの
ように考え、支援していくのかを示すことが大変重要なことであり、子ども会と連携・協
力しながら、地域全体で子どもを育む考えを問う。

《答弁》 子ども会と連携・協力しながら各種事業の充実に取り組み、様々な機会を通じ
て、子ども会活動の魅力を積極的に情報発信するなど、子ども会の活性化を図ること
により、地域全体で子どもを育む機運の醸成に努めてまいります。

令和４年９月定例会（一般質問）抜粋

※この市政活動レポートは、ユニバーサルデザインフォントを使用しています。

『書かない窓口』の導入等、手続きの簡略化について

中小・小規模事業者への支援について

地域ニーズに合わせた買い物支援について

子ども会の活性化について

《答弁》  市内企業の立地は非常に重要であると存じている。現在、市内企業の立地ニ
ーズや他都市での助成制度を調査しており、企業誘致助成制度の拡充に加え、誘致
に対する取組を強化し、市内企業の立地をさらに促進してまいります。

■適正な管理がされていない空家や空地は、害虫等の発生のほか、隣接する道路環
境の悪化、不審火や犯罪発生のおそれが高まり、周辺地域の生活環境に大きな影響
を及ぼし、特に市街地では、住宅に隣接する空家や空地の衛生面の問題で、周辺住民
とその所有者との間でトラブルになるケースもみられる。管理不十分な空地に関し、空
地の所有者の管理責任及び本市の取組に関する市民への周知・広報を強化する考え
を問う。

《答弁》  今後、空き地や所有者不明の土地が増えることが見込まれるため、生活環境
の保全と公衆衛生の観点からも、空地の所有者の管理責任や本市の取り組みについ
て啓発するほか、空地が適切に管理されるよう取組を強化してまいります。

■情報が先行し、これから中学校へ進学する児童や保護者、また、移行先と
しての受け皿とされる地域など、多くの市民が不安に感じている。大切なの
は、学校部活動という安心感と学校内での活動という利便性、そして発生す
る費用負担などが懸念され、気軽にスポーツにチャレンジできるという機運を
引き下げてしまうことが大変心配でならない。生徒や保護者の皆さんの疑問
にこたえ、不安を和らげるため、部活動を地域へ移行するにあたり、本市の課
題と取組について示す考えを問う。

《答弁》 ニーズに合わせた体制に移行するには、一定の期間が必要になるも
のと認識している。学校と実施主体との連絡調整を行うコーディネーターの
配置も検討しており、本市の実情に応じた地域移行となるよう誠意取組んで
まいります。

■子ども食堂を継続するため、情報や交流の機運、協力のための体制づくりを求める
声が高まり、「たかまつ子ども食堂ネットワーク」が立ち上がった。その子ども食堂ネット
ワーク連絡会に出席し、子ども食堂実施団体の課題や悩みを直接聞く機会があり、情
報交換の中でも、「運営費が足りない」、「市の補助期間が３年では短い」といった意見
が多く、「支える人を支える仕組みをもっと作ってほしい」という意見があった。子ども食
堂の活動を継続的に支援していく考えを問う。

《答弁》 子ども食堂は誰もが気軽に利用できる、地域の居場所としての重要な役割も
担っているため、３年を上限とする補助期間を撤廃するなどの見直しを行い、補助制度
を拡充し継続的な支援に努めてまいります。

令和４年12月定例会（一般質問）抜粋

管理不十分な空地について

市内企業の立地について

公立中学校部活動の地域への移行について

子ども食堂について

■若い世代が魅力を感じられる、首都圏等の情報通信関連企業の誘致とともに、これ
まで本市の自主財源の確保に貢献している市内企業への支援、更には誘致した企業
も含め、市内から企業の撤退を防ぐためにも、市内への定着を促す支援も重要である
ことなどから、誘致・立地活動のさらなる強化が必要と思われ、市内企業の立地を更
に促進する考えを問う。

■『書かない窓口』とは、住民票など証明書発行の申請や、住所異動の届出について、
スマートフォン等を使って事前に項目を入力しておくことで、市役所での申請書や届出
書の記入が省略できるというもので、寝屋川市など既にいくつもの行政で導入されて
いる。市民の皆様にとって、行政手続きの簡略化による滞在時間の短縮や、利便性の
向上、さらに業務効率の向上も期待できる『書かない窓口』を市民課窓口に導入する
考えについて問う。


